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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LMH6714/LMH6720/LMH6722
シングル /シャットダウン機能付きシングル /クワッド広帯域ビデオ・オペアンプ

概要
LMH6714/6720/6722は、ナショナル セミコンダクターの VIP10高
速の相補型バイポーラ・プロセスと電流帰還型増幅器技術を結
集して設計された超高速のオペアンプです。＋ 2V/V のゲインと
1,800V/μs のスルーレートで 400MHz の小信号帯域幅の性能を
備える一方、消費電力は± 5Vの電源を使用した場合で、5.6mA
です。

LMH6714/6720/6722は、NTSCと PALビデオ信号に対する微
分利得誤差が 0.01％、微分位相誤差が 0.01°の並外れたビデオ
性能を備えながら、出力段を 75Ωで終端された負荷をドライブで
きます。また、120MHzまで 0.1dBのフラットなゲイン・レスポンス
を示します。さらに、70mAの連続した出力電流を流せます。こ
のような高レベルの性能を持つ LMH6714/6720/6722は、業務用
ビデオ・システム向けに理想的なオペアンプです。

小型パッケージ (SOIC、SOT23)、低消費電力、低ノイズ、低歪
みの特徴を備えた LMH6714/6720/6722 は、携帯型 RFアプリ
ケーションに最適です。LMH6720 の出力はシャットダウン時にハ
イ・インピーダンスとなり、複数の高速信号出力を単一の伝送線
路にマルチプレクスする使い方にも適用可能です。あわせて
LMH6720 は、シャットダウン機能により消費電流を低減できるた
め、携帯型アプリケーションに理想的です。

特長
■ 400MHz (AV＝＋2V/V、VOUT＝500mVPP) －3dB帯域幅
■ 250MHz (AV＝＋2V/V、VOUT＝2VPP) －3dB帯域幅
■ 0.1dBのゲイン・フラットネス 120MHz
■ 低消費電流  5.6mA
■ TTL互換のシャットダウン・ピン (LMH6720)
■ 低微分利得 /位相 0.01％、0.01°(LMH6714)
■ － 58 HD2/ － 70 HD3 (20MHz時 )
■ 高速スルーレート 1800V/μs
■ 低シャットダウン電流 500μA (LMH6720)
■ ターンオン時間 11ns (LMH6720)
■ シャットダウン時間 7ns (LMH6720)
■ 安定したユニティ・ゲイン
■ CLC400、401、402、404、406、446の上位互換製品

(LMH6714)
■ CLC405の上位互換製品 (LMH6720)
■ CLC415の上位互換製品 (LMH6722)

アプリケーション
■ HDTV、NTSC、PALビデオ・システム
■ ビデオ信号の切り換えおよび分配器
■ 広帯域アクティブ・フィルタ
■ ケーブル・ドライバ
■ 高速マルチプレクサ (LMH6720)
■ プログラマブル・ゲイン・アンプ (LMH6720)

代表的な特性

Non-Inverting Small Signal Frequency Response Differential Gain and Phase vs. Number of Video 
Loads (LMH6714)
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本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

電気的特性
特記のない限り、AV＝＋ 2、RF＝ 300Ω、VCC＝± 5V、RL＝ 100Ω。太字のリミット値は全温度範囲に適用されます。

ESD耐圧 (Note 4)
人体モデル 2000V
マシン・モデル 200V

VCC ± 6.75V
IOUT (Note 3)
同相入力電圧 ±VCC
差動入力電圧 2.2V
最大接合部温度 ＋ 150℃
保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
リード温度 (ハンダ付け、10秒 ) ＋ 300℃
シャットダウン・ピン電圧 (Note 5) ＋VCC～VCC/2－ 1V

熱抵抗
パッケージ (θJA)
5ピンSOT23 232℃ /W
6ピンSOT23 198℃ /W
8ピンSOIC 145℃ /W
14ピンSOIC 130℃ /W
14ピンTSSOP 160℃ /W
動作温度 － 40℃～＋ 85℃
電源電圧範囲 8V (± 4V)～ 12.5V (± 6.25V)
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電気的特性 (つづき)

特記のない限り、AV＝＋ 2、RF＝ 300Ω、VCC＝± 5V、RL＝ 100Ω。太字のリミット値は全温度範囲に適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、それを超えると、デバイスに損傷が生じるおそれがあるリミット値を示します。「動作定格」は、デバイスが正常に機能する条件
を示し、特定の性能を保証するものではありません。保証されている仕様およびその試験条件については、「電気的特性」を参照してください。

Note 2: 「電気的特性」の値は、記載温度における工場出荷試験条件にのみ適用されます。工場試験条件で生じる自己発熱は、TJ＝TAとなる程度にきわめ
てわずかです。「電気的特性」には、自己発熱によりTJ＞ TAとなる条件下で保証されるパラメータ性能値は記載されていません。デバイスの温度ディ
レーティングについては「アプリケーション情報」を参照してください。「電気的特性」記載のMIN/MAX定格は、製品の特性評価とシミュレーションに
もとづいています。個々のパラメータは注記のとおり試験されたものです。

Note 3: 最大出力電流 (IOUT)はデバイスの最大消費電力で決まります。詳細は「アプリケーションの情報」の「消費電力」を参照してください。

Note 4: 人体モデルでは 1.5kΩと100pFが直列接続され、マシン・モデルでは 0Ωと200pFが直列接続されます。

Note 5: シャットダウン・ピンは、正負 2電源 (VCC＝－VEE)の場合、0VからVCCで動作するように設計されています。単一電源 (VEE＝グラウンド )の場合は、
シャットダウン・ピンにVCC/2より低い電圧を与えてはなりません。 
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22 ピン配置図
5-Pin SOT23 (LMH6714)

Top View

6-Pin SOT23 (LMH6720)

Top View

14-Pin SOIC (LMH6722)

Top View

8-Pin SOIC (LMH6714)

Top View

8-Pin SOIC (LMH6720)

Top View

製品情報
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代表的な性能特性
(特記のない限り、AV＝ 2、RF＝ 300Ω、RL＝ 100Ω)

Non-Inverting Small Signal Frequency Response Non-Inverting Large Signal Frequency Response

Inverting Frequency Response Non-Inverting Frequency Response vs. VO

Inverting Frequency Response vs. VO Harmonic Distortion vs. Frequency
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(特記のない限り、AV＝ 2、RF＝ 300Ω、RL＝ 100Ω)

2nd Harmonic Distortion vs. VOUT 3rd Harmonic Distortion vs. VOUT

DG/DP (LMH6714) DG/DP (LMH6720)

DG/DP (LMH6722) Large Signal Pulse Response
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代表的な性能特性 (つづき)

(特記のない限り、AV＝ 2、RF＝ 300Ω、RL＝ 100Ω)

Small Signal Pulse Response Closed Loop Output Resistance

Open Loop Transimpedance Z(s) PSRR vs. Frequency

CMRR vs. Frequency Frequency Response vs. RF
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22 代表的な性能特性 (つづき)

(特記のない限り、AV＝ 2、RF＝ 300Ω、RL＝ 100Ω)

DC Errors vs. Temperature

3rd Order Intermodulation vs. Output Power

Noise vs. Frequency

Maximum VOUT vs. Frequency

Crosstalk vs. Frequency (LMH6722)
for each channel with all others active
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アプリケーション情報

帰還抵抗の選択

電流帰還型オペアンプは、帰還抵抗 (RF)を適切に選択すれば、
ゲインによらず最適な周波数応答を維持できる特長を備えていま
す。「電気的特性」と「代表的な性能特性」の特性図では、
RF＝ 300Ω、ゲイン＋ 2倍、± 5V電源での動作を示しています。
一般に、RF を推奨値よりも小さくすると周波数応答はピークを持
ち帯域幅は広くなり、逆に RF を大きくするとロールオフ周波数が
低くなります。推奨している RF の値より極端に小さくした場合、
オーバーシュート、リンギング、発振の原因になります。

FIGURE 1.   Frequency Response vs. RF

上記の“Frequency Response vs. RF”グラフに、異なるRFにお
けるLMH6714/6720/6722の周波数応答を示します(RL＝100Ω、
AV＝＋ 2)。このグラフから、RFが 147Ωのときに周波数応答は
ピークになります。RFが 300Ωのとき、ゲイン特性はフラットでほぼ
最大の帯域幅が得られ、安定性も良好であることがわかります。
RFを 400Ωにすると、帯域幅はわずかに狭くなりますが、優れた
安定性を確保できます。なおアプリケーションはそれぞれで条件
が異なるため、与えられた回路で最適なRFを求めるのに、実験
を行うことが有用です。電流帰還型アンプでは、出力を反転入
力に直接接続できません。LMH6714/6720/6722をバッファとして
使う場合は、動作を安定させために 600Ωの帰還抵抗が必要で
す。

詳細は「アプリケーション・ノート OA-13」を参照してください。
OA-13には電流帰還型オペアンプでの RFと閉ループ周波数応
答の関係について記載しています。LMH6714/6720/6722 の反
転入力インピーダンス値はおよそ 180Ω です。LMH6714/6720/
6722は、＋ 1～＋ 6V/Vと－ 1～－ 5V/Vのゲイン範囲で最適な
性能が得られるように設計されています。± 7V/V 以上のゲイン
で使用する場合は、RG値を小さくして、反転入力インピーダンス
を大幅に下げる必要があります。

LMH6714/6720/6722 のゲインを± 2V/V 以外に設定する場合、
通常は帰還抵抗の値を変更しなければなりません。次ページの
“RF vs. Non-inverting Gain”と“RF vs. Inverting Gain”グラフ
に、選択したゲインに対する帰還抵抗の推奨値を示します。

FIGURE 2.   RF vs. Non-Inverting Gain

“RF vs. Non-Inverting Gain”および“RF vs. Inverting Gain”グ
ラフに示されている実線は、RFの推奨値です。始めは高く、200Ω
まで下がり、その後再び高くなっています。高ゲインでRFに高抵
抗が求められる理由は、RGの値を入力バッファの出力インピーダ
ンスよりも大幅に小さくできないためです。LMH6714/6720/6722
の入力バッファの出力インピーダンスはおよそ 180Ωであり、RGの
実際的な下限は 50Ωです。RGの大きさに制約があるため、ゲ
インが± 5V/V以上の場合、帯域幅を制限して LMH6714/6720/
6722を動作させることになります。

FIGURE 3.   RF vs. Inverting Gain

アクティブ・フィルタ

電流帰還型オペアンプをアクティブ・フィルタとして使用する場合
は、帰還ループ内にリアクティブ素子を適用するにあたって充分な
注意が必要です。負帰還のインピーダンスを、とくに高周波領域
で低下させるすべての因子は、ほぼ確実に安定性の問題を引き
起こす要因となります。同様に、反転入力に容量性成分を与え
ることも避けなければなりません。電流帰還型オペアンプをアク
ティブ・フィルタ・アプリケーションに適用する場合、詳細はアプリ
ケーション・ノートOA-07および OA-26を参照してください。
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22 アプリケーション情報 (つづき)

FIGURE 4.   Enable/Disable Operation

± 5V電源でのイネーブル /ディスエーブル動作
(LMH6720のみ )

LMH6720は、TTLロジック互換のディスエーブル・ピンを備えて
います。DSピンに LOW (＜ 0.8V)を与えるとLMH6720はディ
スエーブルになります。DSピンに HIGH (＞ 2.0V)を与えるか開
放にすると、LMH6720はイネーブルになります。イネーブル /ディ
スエーブルは、DSピンの電流ではなく電圧レベルによって決まりま
す。DSピンには、電源電圧の中点 ( 正負 2 電源の場合 0V、
単一電源の場合 VCC/2)から0.8V以上低い電圧を与えないよう
に注意が必要で、さもないとトランジスタQ1がツェナー降伏を引き
起こし、その結果、ディスエーブル回路に損傷を与えてしまいま
す。アンプの基本部分に影響はありませんが、ディスエーブル回
路の動作が遅くなります。

ディスエーブル時は LMH6720の入力と出力はハイ・インピーダン
スになります。ディスエーブル中の待機時消費電流はおよそ
500μA です。ディスエーブル回路にはプルアップ抵抗が存在す
るため、ICCと IEE電流はディスエーブル状態で均等にはなりませ
ん。正消費電流 (ICC)はおよそ 500μAですが、負消費電流 (IEE)
はわずか 200μAです。両者の差 300μAが、ディスエーブル端
子を流れることになります。

ディスエーブル機能を使うとアナログ・スイッチまたはマルチプレク
サを構成できます。入力信号と出力信号の間に1個のLMH6720
を挿入すると、単一のアナログ・スイッチ回路を構成できます。ア
ナログ・マルチプレクサは複数の LMH6720を使用して構成しま
す。LMH6720 をマルチプレクサ・アプリケーションに使う場合、
信号をグラウンドに分路する RGを持たないゲイン 1 のバッファ回
路が最適です。

ディスエーブルの制限 (LMH6720のみ )

反転ゲインを得る回路構成では、帰還抵抗 (RF) が存在するた
め、回路間は完全に分離されません。シャットダウン中は
LMH6720の入力と出力インピーダンスがきわめて高く(＞ 1MΩ)
なりますが、実効出力インピーダンスは RFとRGによって支配され
ます。

ディスエーブル・ピンには、＋VCCよりも高い電圧、または 0V 
( 単一電源では VCC/2)よりも低い電圧を印加してはなりません。
帰還抵抗を通った信号リーケージにより反転入力がどちらかの電
源電圧に近づくと、入力 ESD保護ダイオードが導通してしまいま
す。

FIGURE 5.   Typical Application with Suggested Supply 
Bypassing

プリント基板レイアウトの考慮事項

基板レイアウトに関して疑問が生じたときは、評価用ボードを設計
ガイドラインとして参照してください。部品のサンプルとともに、以
下の評価用ボードを提供しています。

寄生容量を低減させるために、入力ピンと出力ピン周囲のグラウ
ンド・パターンを除去してください。直列インダクタンスを低減する
ために、帰還ループ内の部品の配線長は最短にしてください。長
い配線を使用する場合は、両端でインピーダンス整合を行い、イ
ンピーダンスを管理してください。

バイパス・コンデンサは、デバイスの可能な限り近くに配置しなけ
ればなりません。各電源レールからグラウンドに対するバイパスは、
大容量のコンデンサと小容量のコンデンサをペアにして適用して
ください。大容量の電解コンデンサは基板のどこに配置しても構
いませんが、小容量のセラミック・コンデンサはデバイスの可能な
限り近くに配置します。また Figure 2に示すとおり、コンデンサ C1
をグラウンドに対してではなく両電源間に接続しています。このコ
ンデンサはオプションですが、二次高調波歪みを適切に抑制する
ためには必要です。C1を使用しない場合は、C2とC3の容量
を増やしてそれぞれ 0.1μFにしてください。

ビデオ性能

LMH6714/6720/6722は、PALとNTSCコンポジット・ビデオ信号
に対して、優れた性能を発揮するように設計されています。負荷
が重くなると性能が低下するので、バック終端負荷を行わないと
最適な性能が得られません (バック終端とは、負荷の伝送線路側
(後ろ側 )からみたアンプの出力インピーダンスを、負荷側インピー
ダンスに整合させる終端方式 )。バック終端は、伝送線路での反
射を抑え、かつアンプ出力段に対しては容量分を効率的に隠蔽
します。なお、それぞれのデバイスは高いビデオ性能を持ってい
ますが、その中では LMH6714とLMH6722のほうが LMH6720
よりもわずかに優れています。

LMH6714 SOT CLC730216

SOIC CLC730227

LMH6720 SOT CLC730216

SOIC CLC730227

LMH6722 SOIC CLC730231
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アプリケーション情報 (つづき)

デジタル・プログラマブル・ゲイン広帯域アンプ (LMH6720のみ )

FIGURE 6.   Wideband Digitally Controlled Programmable Gain Amplifier

Channel Switching

FIGURE 7.   PGA Output

LMH6720を使用して、Figure 6、7に示すように、ゲインをデジタ
ル的に設定できるアンプ回路を構成します。それぞれのアンプの
ゲインは、デジタル的に選択できるように設定されています。正確
なゲインを得るため、帰還抵抗とゲイン設定抵抗には誤差 1% 以
下の抵抗を推奨します。なおデジタル・コードに対応させるゲイン
は、帰還抵抗とゲイン設定抵抗を選択して自由に設定できます。

振幅等化器

50m以上の長さの同軸ケーブルを使って信号を伝送すると、低周
波成分よりも高周波成分でより大きく減衰します。等化とは、受端
での信号歪みを抑えるように、高周波成分をプリエンファシスする
方法です。等化器はケーブルの両端に適用可能です。帰還ルー
プに部品を追加して受信信号の等化を行うレシーバ回路を
Figure 8に示します。RCネットワークは高い周波数の信号を持ち
上げます。このピーク特性は、ある周波数領域に対して、同軸

ケーブルの周波数応答とは反対の線形近似を与えます。Figure 9
に、150m の同軸ケーブルを経由したデジタル信号を、この等化
器に与えた場合の効果を示します。Figure 10は Figure 8の周波
数特性をプロットしたボーデ線図で、あわせて設計に必要なポー
ルとゼロを与える式は図中に示すとおりです。Figure 11は、以下
の部品を使用した場合に、ネットワーク・アナライザで得られた
LMH6714/6720/6722回路の周波数特性をプロットしたものです。

RG＝ 309Ω
R1＝ 450Ω
C1＝ 470pF
R2＝ 91Ω
C2＝ 68pF



12www.national.com/JPN/

L
M

H
67

14
/L

M
H

67
20

/L
M

H
67

22 アプリケーション情報 (つづき)

FIGURE 8.   Equalizer Circuit Schematic

FIGURE 9.   Digital Signal without and with Equalization

FIGURE 10.   Design Equations

FIGURE 11.   Equalizer Frequency Response

消費電力

LMH6714/6720/6722 の最大消費電力は次の手順により求めら
れます。

1.待機時 (無負荷 )電力を求めます。

PAMP＝ ICC (VCC －VEE)

2.出力段におけるRMS電力を求めます。 

POUT (RMS)＝ ((VCC－VOUT (RMS)) * IOUT (RMS))

VOUTと IOUTは外部負荷両端の電圧と電流です。

3. RMS電力の合計を求めます。 

PT＝ PAMP＋ POUT

与えられた温度条件でパッケージが放熱できる LMH6714/6720/
6722の最大電力は、次の式で得られます。

PMAX＝ (150°－TA)/ θJA

TAは周囲温度 (℃ )、θJAは与えられたパッケージの接合部・周
囲間熱抵抗 (℃ /W)です。SOICパッケージのθJAは 148℃ /W、
SOTパッケージのθJAは 250℃ /Wです。
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外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)

5-Pin SOT23
NS Product Number MF05A

6-Pin SOT23
NS Product Number MF06A
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8-Pin SOIC
NS Product Number M08A

単位は millimeters

14-Pin SOIC
NS Product Number M14A
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位は millimeters (つづき)

14-Pin TSSOP
NS Product Number MTC14
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